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・読書への興味は個人差がみられる。

　

・文章の内容を読み取れない児童がいる。

・聞くことの基本が身についていない児童がいる。

・既習の漢字が定着していない児童がいる。

・図書の時間に、個に合った本を教師が紹介する
など、本に興味を持たせる支援を行っている。保
護者の協力を得ながら、週１回の読み聞かせ活
動を行っている。
・基本的な構成を理解させ、大切な言葉や文に着
目させたり、内容を要約させたりする。読書を通し
て、読解力をつけていく。
・大事なことを落とさないようにしながら聞くことが
できるように、継続して指導する。話の中で大事
な部分をメモしながら聞く活動を取り入れる。
・漢字テストの前には必ず練習させ、満点が取れ
るまで復習させる。新出漢字の学習では、漢字の
成り立ちや漢字を使った言葉探しなどを行うこと
で、意味を理解しながら記憶できるようにする。
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・加法・減法の計算に習熟していない児童がいる。

・乗法九九を活用できるようにしたい。

・単位換算が苦手な児童がいる。

・時刻・時間を表したり読み取ったりすることが難し
い。
・全体的に、量感に乏しい傾向がある。

・文章題を正確に読み取り、意味を理解することが難
しい児童がいる。

・机間指導を充実させ、一人一人の学習状況を
見取る。つまずいている箇所を把握し、個別指導
を行うことで理解を深めさせる。
・体験的な活動や生活経験と結び付けるなどして
指導を工夫し、乗法の意味を理解させ、計算が
確実にできるようにする。
・具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用いたり
して、計算の意味を理解させたり、計算の仕方を
考え、説明させたりする。
・体験的な活動を通して、時刻・時間の読み方や
長さ、面積、体積、形について理解させる。
・量感を身に付けさせるために、およその見当を
つけたり実際に測定したりする活動を行う。
・線を引いたり図に表したりして、問題文の状況を
具体的にイメージさせ、正確に読み取ることがで
きるようにする。

・地域や社会に直接かかわる体験が不足している。

・みんなで使うものを大切に、安全に正しく使うなど公
共の意識を育てたい。

・活動を通して気付きを深めたり、互いの気付きを交
流したりする活動が不足している。

・関心をもったことについて、見る、聞く、触れる、
探すなどして直接働きかける活動を設定する。

・地域への親しみや愛着をもたせ、自分自身の生
活を広げたり豊かにしたりするために、公共物や
公共施設を積極的に利用する。その中で、ルー
ルやマナーを身に付けさせ、公共の意識を高め
ていく。
・身近な自然に触れたり、伝統行事や伝承遊び
に関する活動をしたりする際には、気付きを交流
したり、交流から気付いたりできるように工夫す
る。

・ゲームのルールなど、決まりを守って活動すること
が難しい児童がいる。

・体力面の個人差が大きい。

・活動前に全体でルールの確認を行う。ルールを
守ることで安全で楽しく活動できるという経験を増
やしていく。
・運動の場や方法を選んだり、友達のよい動きを
見付けたりする。楽しく運動する中で、自らの課
題をもたせ、様々な技能を身に付けさせる

・集中力が持続しない児童がいる。

・歌の好きな児童が多く、楽しんで歌うが、声を張り上
げる児童もいる。
・鍵盤ハーモニカの奏法の習得に個人差がある。

・毎時間、授業の始めに、リズム学習を取り入れ
ることにより、集中力を養う。
・楽しいんで歌う活動を多く取り入れ、明るい、き
れいな声で歌う習慣をつくる。
・授業形態を工夫して、鍵盤ハーモニカの個別指
導を行う。

・意欲的に取り組む児童が多い。
・技能に興味関心が高い児童が多い。

・自らの感情をコントロールできず、作業に集中でき
ないない児童がいる。

・教材研究し、学習内容を工夫する。
・楽しみながら活動するなかで、スモールステップ
により基礎的技能を身につけ、表現の幅を広げ
る。
・全体指導の後の机間巡視で個に応じた指導の
工夫を図り、学習への意欲を高める。


